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大腸粘液癌症例は大腸癌手術例482T/1中231rl,4.8%にみられた。このうち,大 腸粘液癌切除症4/122

例について臨床病理学的検討を分化型腺癌症例377例と対比し行った。粘液癌は若年者,女 に多い傾向

がみられ,占 居部位では盲腸に有意に多く認められた (p<0.05).肉 眼型では 3型が多くみられた.

stageは進行したものが多く,壁 深達度は ss(al)以上, リンパ節転移は n3(十),n4(十)が多い傾向を

示した。腹膜転移は182%に 認められた。治癒切除率は60.9%で分化型腺癌に比べて低率であった。

5年生存率は粘液癌切除例では534%で 分化型腺癌に比べて不良であったが,治 癒切除例では82.0%

で分化型腺癌と同様であり,遠 隔成績は良好であった。

索引用語 :大腸粘液癌,大 腸粘液癌治癒切除,大 腸粘液癌術後遠隔成績

はじめに

近年,大 腸癌に対する認識の高揚とともに診断技術

の進歩により,早 期癌をはじめとする比較的早期の癌

も発見されるようになり,治療成績は向上しつつある,

しかし,大 腸癌の10%前 後を占める特異な組織像を示

す粘液癌は予後不良とされている1ル),今回,わ れわれ

は大腸粘液癌症例について,臨 床病理学的検討を分化

型腺癌と対比し行うとともに,併 せて 2, 3の 問題点

について考察を加えて報告する。

I.対 象および方法

昭和50年11月から62年12月までの12年間に埼玉県立

がんセンター腹部外科において経験した大腸癌手術症

例は482例である。粘液癌は大腸癌取扱い規約めに従っ

て,切 除標本の組織学的検索において癌巣の最大割面

で50%以 上が粘液結節で占められているものと規定し

た.大 腸粘液癌症例は23例で,大 腸癌手術例全体の

48%を 占めていた。そして,こ れらのうち,粘 液癌切

除症例22例 (非切除例を除く)に ついて,臨 床病理学

的成績と遠隔成績を中心に,高 分化腺癌および中分化

腺癌を一括した分化型腺癌症例377例 (高分化2024/1,
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中分化175711)と対比し検討した,な お, これらの検討

にあたっての用語は大腸癌取扱い規約めによった。ま

た,統 計学的な有意差検定にはχ
2検定,生 存率の有意

差検定には Generalized Wilcoxon法 ,Cox‐ Mantel

法,Logrank法 を用いた。

II.成   績

1.症 例の検討一年齢および性

年齢,性 についてみると,大 腸粘液癌22例の平均年

齢は58.4歳 (36～79歳),男 女比は 111.1で ,分 化型

腺癌377例の平均年齢60.4歳,男 女比 1:0.8に 比べて

若年者,女 に多い傾向がみられたが,右 意差は認めら

れなかった.

2.臨 床病理学的検討

a.占 居部位

占居部位についてみると(表 1),粘 液癌は結腸にお

いては16例,直腸～肛門管においては 6例 にみられた。

結腸癌では右側結腸 (C～ T)は 10例, うち盲腸 (C)

5例 ,上 行結腸 (A)3例 ,横 行結腸 (T)2例 で,左

側結腸 (D～ S)は 6例 , うち下行結腸 (D)221j,S状

結腸 (S)4例 であった。一方,直 腸癌では直陽 S状 部

(Rs),下 部直腸(Rb)は それぞれ 2例 ,上 部直腸(Ra),

肛門管 (P)は それぞれ 1711であった。また,粘 液癌と

分化型腺癌を比べると盲腸 (C)で は有意差が認められ
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計  377例     22例

表 2 大 腸痛の組織型別肉眼型

分化型腺殖 粘 渡 洒
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表 3 大 腸癌の組織型別壁深達度

分化型腺寝 粘 液 癒

m  14例 (37)  0例 (0)

sm   8(21)  0(0)

om  38(100) 0(0)

ss(al)149(395) 9(409)

S(a2)119(317) 7 (318)

sl(ai) 49(130) 6(273)

( ) %

表 4 大 腸癌の組織型別 リンパ節転移

分化型腺瓶   粘 液 型

n (―) 2 0 8例 ( 5 5 1 )  H例 ( 5 0 0 )

n l (■)  7 3 ( 1 9 4 )  3 ( 1 3 6 )

n 2 (十)  6 8 ( 1 8 0 )  4 ( 1 8 2 )

n 3 (キ)  1 8 ( 4 8 )  2 ( 9 1 )

n 4 ( + )  1 0 ( 2 7 )  2 ( 9 1 )

377例

( ) %

においてそれぞれ9。1%,91%で あり,分 化型腺癌の

それぞれ4.8%,2.7%に 比べてリンパ節転移は高率で

あった。しかし, リンパ節転移において,粘 液癌と分

化型腺癌の間に有意差はみられなかった。

e.肝 転移および腹膜転移

肝転移および腹膜転移についてみると(表5),粘 液

癌において肝転移は 3例 ,腹 膜転移は 4例 に認められ

た。そして,粘 液癌と分化型腺癌との対比では肝転移

はほぼ同様であったが,腹膜転移は分化型腺癌の9.8%

に対して粘液癌では18.2%に みられた。しかし,肝 転

移および腹膜転移において粘液癌と分化型腺癌との間

に有意差は認められなかった.

i脈 管侵襲

リンパ管侵襲 (ly)についてみると (表 6),粘 液癌

では ly2 40.9%,ly3 18,2%と分化型腺癌に比べて リン

パ管侵襲の高度のものが多く認められた。しかし,有

意差はみられなかった。静腹侵嚢(v)についてみると,

粘液癌,分 化型腺癌のいずれでもほぼ同様の傾向を示

したが,有 意差は認められなかった,

g.組 織学的進行程度 (stage)

表 1 大 腸癌の占居部位

占居部位  分 化型腺癌   格 液志

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｄ

Ｓ

一
Ｒｓ

Ｒａ

Ｒｂ

Ｐ

26例 (39り )5例 (2282))

29 (77) 3 (136)

22 (58) 2 (91)

11 (29) 2 (91)

69 (133) 4 (182)

36 (36) 2 (91)

60 (159) 1 (45)

118 (3,3) 2 (91)

6 (,6) 1 (45)

377例

0型   門 例(50)

1   23(61)

2      233  (61 8)

3     101 (26 8)

4     1 ( o 3 )

0例(0)

2(91)

10  (45 5)

9  (40 3)

1 ( 4 5 )

377例

( ) : %

た (p<0.05).

b.肉 眼型

肉眼型についてみると(表2),粘 液癌では 0型 は 1

例もみられず,1型 は 2 all,2型は10例,3型 は 94211,

4型 は 1例であった。分化型腺癌の肉眼型と相対頻度

別に比較すると,分 化型腺痛では 2型 は618%,粘 液

癌では 3型 は40.9%と 多く認められたが,有 意差はな

かった。

c,壁 深達度

壁深達度についてみると(表3),粘 液癌では早期癌

(m,sm)は 1例 もみられず,全 例,ss(al)以 上の進

行癌であった。すなわち,ss(al)は 40.9%,s(a2)は

31.8%,si(ai)は 27.3%に みられ,粘 液癌におけるsi

(ai)の頻度は分化型腺癌13.0%の約 2倍 であったが,

有意差は認められなかった。

d.リ ンパ節転移

組織型別のリンパ節転移についてみると(表4),粘

液癌のリンパ節転移は50.0%で ,分 化型腺癌の44.9%

とほぼ同様であった。しかし,nl(十 )お よびn2(十)

では粘液癌,分 化型腺癌のいずれでも同様の転移率を

示したのに対して,n3(十 )お よびn4(十)で は粘液癌
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表 5 大 腸癌の組織型別肝転移,

肝 転 移

分化型腺滴  粘 液 お

大腸粘液癌の臨床病理学的検討

腹膜転移

日消外会誌 22巻

表 7 大 腸癌の組織型別stage

分化型線徳   粘 な お

staOe 1  58例 (154) 0例 (0)

11 '23(326) 7(318)

111    75  (19 9)    6  (27 3)

i V   6 5 ( 1 4 6 )  3 ( 1 3 6 )

V   6 6 ( 1 7 5 )  6 ( 2 7 3 )

( ) : %

表 8 大 腸癌の手術別頻度

分化型験有    粘 液 癌

治憲切際  279例 (700)  ,4例 (609)

非治癒切除  98(245)  8(348)

非 切 際  2 3 ( 5 5 )  , ( 4 3 )

( ) : %

さらに,粘 液癌を粘液結節内の腺癌部における分化

度で高分化型粘液癌と中分化および低分化型粘液癌に

分類し検討してみた。すなわち,高 分化型粘液癌では

2例 中 2例 に肝転移 (H),中 分化および低分化型粘液

癌では 6例 のうち,腹 膜転移 (P)は 4例 ,腹 膜転移と

肝転移の複合(P tt H)は24/11にみられ,前 者は肝転移,

後者は腹膜転移が高率に認められた。

3.遠 隔成績

大腸癌切除例(耐術症例)(粘 液癌22例,分 化型腺癌

377例)に おける生存曲線についてみると (図 1),分

化型腺癌の生存曲線はなだらかに下降し, 3お よび 5

生率はそれぞれ65.5%,55.3%で あったが,粘 液癌で

は術後 1年 間に生存曲線は急唆に下降し, 3生 率は

53.4%で すでに分化型腺癌の 5生 率より低率であっ

た。しかし, 3お よび 5生率において分化型腺癌と粘

液癌の間に有意差はみられなかった。一方,治 癒切除

例 (分化型腺癌279例,粘 液癌14例)に ついてみると,

3お よび 5生 率は分化型腺癌ではそれぞれ79.7%,

71.5%,粘 液癌ではそれぞれ82.0%,82.0%で ,ほ ぼ

同様の成績を示 し,両 者の間に有意差は認められな

かった。

IH.考   察

大腸粘液癌は特異な組織像と臨床病理学的特徴を有

し,欧 米では多数例の検討がなされている。しかし,

わが国では弥政らりの報告をはじめ散見されるにすぎ

ない。

11号

H ( ―)

H ( + )

329例 (873) 19例 (864)

48(127) 3(136)

旗膜転移

分化型腺お   粘 液 穂

P(― )  340例 (902) 18例 (818)

P(+)  37(98) 4(182)

377例

( ) t %

表 6 大 腸癌の組織型別脈管侵襲

リンパ管役襲

分化型腺霜   粘 液 恵

102例(271)  3例 (136)

153(406) 6(273)

93  (24 6)    9  (40 9)

2 9 ( 7 7 )  4 ( 1 8 2 )

静 脈 侵 襲

分化型腺宕   粘 液 宿

102例(271)  3例 (227)

137(363) 7(318)

115  (30 5)    3  (36 5)

23  ( 6 1)    2  ( 9 0)

377例

( ) : %

粘液癌 におけ るs t a g e ( 表7 ) で は, s t a g e  I I は

31.8%(7例 ),stage HIは 27.3%(6例 ),stage IV

は13.6%(3例 ),stage Vは27.3%(6例 )で あり,

分化型腺癌に比べて stageの進行した症例が多くみら

れる傾向を示した。しかし,各 stageにおいて粘液癌と

分化型腺癌との間に有意差はみられなかった。また,

stage Iは1例 も認められなかった。

h.手 術別頻度

手術別頻度についてみると(表8),粘 液癌では治癒

切除は609%(14例 ),非 治癒切除は34.8%(8例 ),

非切除は4.3%(1例 )で ,治 癒切除率60.9%は分化型

腺癌の70.0%に比べて低率であった。また,粘 液癌の

非治癒切除 8例 における非治癒因子は,腹 膜転移 (P)

4例 ,肝 転移(H)2例 ,腹 膜転移と肝転移の複合(P十

H)な ど2例 であり, これらのうち,腹 膜転移 (P)が

大部分を占めていた。

比

Ｖ
‐

Ｌ

Ｌ
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図 1 大 腸癌切除例一生存曲線一

(Kaplan‐Meier法)

切除例

1    2    3    4    5 Y

生存期間

粘液癌の定義は報告者によって必ずしも一定してい

ない。ちなみに,Symondsら ',Umplebyら ',弥 政

らりは切除標本の最大割面において特異な組織像を示

す粘液塊が60%以 上を占めるものとしている。われわ

れは大腸癌取扱い規約めに従って,腺 癌細胞の粘液産

生が高度で,粘 液は結節状を呈して貯溜(mucOus nOd、

uleあるいはmucous iake)し,癌 細胞は不完全な腺腔

を形成して粘液中に浮遊するかあるいは粘液結節の辺

縁に存在する組織像が癌全体の50%以 上を占めたもの

を粘液癌とした。

大腸粘液癌の頻度はわが国では6.0～11.4%り61-ゆ,

欧米では8.2～16.6%Dり1のと10%前 後の報告がなされ

ているが,粘 液癌の定義によっても異なるものと思わ

れる。自験例の検討では大腸粘液癌の頻度は大腸癌手

術例全体の4.8%で あった。大腸粘液癌は性別では女,

年齢では若年者に多いとされているがり`いゆ
-1い
, 自験

例でも同様の傾向であった。年齢についてみると,大

腸粘液癌の平均年齢は能見 らゆ52.5歳,Trimpiら り

55.4歳,Wolfmanら 1い57.6歳と報告しており,自験例
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の58.4歳とほぼ同様であった。しかし,Recaldeら
11)は

35歳以下の大腸癌40例の検討において,粘液癌が12例,

30%に みられたとしている。

大腸粘液癌の占居部位は結腸では盲腸 (C),S状 結

腸 (S),直 腸では直腸 S状 部 (Rs),下 部直腸 (Rb)

に多くみられ, 自験例の検討では高ら
Iりの指摘する大

腸の左右両端にみられたとする報告 と同様であった

が, とくに盲腸 (C)において高率であり,分 化型腺癌

に比べて有意差が認められた (p<0.05).肉 眼型は浸

潤漬瘍型が45.7%と 多くみられたとする奥野ら1めの成

績と同様であったが,決 潰の少ない隆起を主体とする

病変で,表 面の性状が多結節性,細 頼粒状を呈する場

合には粘液癌を疑 うべきであるとの報告
1りもある。

組織学的進行程度 (stage)では大腸粘液癌は分化型

腺癌に比べて進行した症例が有意に多いとされてい

る。粘液癌の壁深達度は自験例の検討ではm,sln,pm

は 1911もなく,全 例,ss(al)以 上の進行癌であった。

また,si(ai)は分化型腺癌に比べて約 2倍 の頻度を示

した。 こ のことは粘液癌は管外性に粘液胞を形成する

ことが多いために,症 状発現が遅 く進行した状態では

じめて発見されることが多いことを裏付けるものであ

ろう。このことに関して,Trimpiら りは粘液癌の局所

における浸潤機構として,粘 液癌が水分を吸収,膨 化

することにより組織間隙が生じ,癌 細胞の拡大を容易

にする可能性を挙げている。粘液癌の リンパ節転移で

は,奥 野ら
lDは74.3%,Sundbladら 1'は43.0%と 報告

し,い ずれも分化型腺癌に比べて高率であったとして

いる。自験例の検討ではリンパ節転移において粘液癌

と分化型腺癌との間に有意差はみられなかったが,粘

液癌におけるn3(十)お よびn4(十)は 分化型腺癌の 2

倍の頻度を示したことは注目される。粘液癌の肝転移

は分化型腺癌と同様であったが,腹 膜転移は 2倍 の頻

度であった。このことは奥野ら
1り
,弥政ら。の指摘する

ごとく,粘 液癌の特徴として腹膜転移 (P)陽性率が高

いことを示すものであろう。また,大 腸粘液癌症例に

おいて,前 述のごとく,粘 液癌を粘液結節内の腺癌部

の分化度で高分化型粘液癌と中分化および低分化型粘

液癌に亜分類し検討することも今後,重 要なことと思

われる。の.
一方,大 腸粘液癌の遠隔成績についてみると, 自験

例の検討では切除例において術後 1年間でその生存曲

線は急唆に下降して, 1生 率は534%と すでに分化型

腺癌の 5生率よりも低率で,遠隔成績は不良であった。

しかし,治 癒切除例においては 3お よび 5生率は粘液

治癒切除例

‐……‐分化型腺宙 (n=279)
一一一 描 な  お (n=14)

5生 率

分化型腺石 715%

粘 液 お 8 2 0
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年生存率はそれぞれ53.4%,534%で 分化型腺癌に比

べて不良であった。 し かし,治 癒切除例では 3お よび

5年 生存率はそれぞれ82.0%,82.0%で 分化型腺癌 と

ほぼ同様であ り,両 者の間に有意差は認められなかっ

たが,遠 隔成績は良好であった。
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癌ではそれぞれ82.0%,820%,分 化型腺癌ではそれ

ぞれ79.7%,71.5%で ,両 者の間に有意差はみられな

かったが,ほ ぼ同様の成績を示し,遠 隔成績は良好で

あった。粘液癌の予後については,非 粘液癌と比べて

差がみられないとする報告的や良好とする報告161もあ

るが,予 後不良とする報告Dか。助1いが多い。ちなみに,

広田らりは治癒切除例における累積 5,10生 率は分化

型腺癌 ではそれぞれ68.1%,60.6%,粘 液癌では

40.6%,316%で あり,統 計学的に有意差がみられた

としている。また,わ れわれは症例数が少ないために

粘液癌症例を結腸癌と直腸癌に分けて検討しなかった

が, とくに直腸粘液癌においては遠隔成績は不良とさ

れている1距ン).このことに関して,Symondsら いは直腸

粘液癌では局所再発が高率にみられたとしている。わ

れわれは大腸粘液癌症例の遠隔成績の検討から,手 術

に際しては,広 範なリンパ節郭清とともに,可 及的に

合併切除を含む主病巣の広範囲切除により治癒切除を

施行すべきである。また,非 治癒切除例においては,

より有効な抗癌剤の選択,投 与が必要と思われる。

結  語

大腸粘液癌切除症例22例について,臨 床病理学的検

討を分化型腺癌症例377例と対比し行い,以下の結論を

得た。

1)大 腸粘液癌は23例で,大 腸癌手術例全体の48%

を占め, このうち切除症471は22例であった。平均年齢

は58.4歳,男 女比は 111.1で ,若 年者,女 に多い傾向

がみられた。

2)占 居部位は結腸では盲腸,S状 結腸,上行結腸に,

直腸では直腸 S状 部,下 部直腸に多くみられた。とく

に分化型腺癌に比べて盲腸では有意差が認められた

(p<0.05).

3)肉 眼型は分化型腺癌に比べて 3型 が多 くみられ

ブこ.

4)組 織学的進行程度 (stage)は進行したものが多

く,構 成因子別にみると,壁 深達度は ss(al)以上, リ

ンパ節転移は n3(十)および n4(十)が多い傾向を示し,

腹膜転移は18.2%に認められた。

5)脈 管侵襲は分化型腺癌に比べて リンパ管侵襲で

は高度 (ly2,ly3)のものが多く,静 脈侵襲でも同様の

傾向であったが,いずれも有意差は認められなかった。

6)治 癒切除率は60,9%で分化型腺癌に比べて低率

であった。非治癒因子では腹膜転移が大部分を占めて

′ヽヽた。

7)遠 隔成績において,粘液癌切除例では 3お よび 5




